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さあ！日うた in 愛媛めざしてがんばろう！ 

 大阪のうたごえ合唱発表会「講評」が届きました。 

□9 月 18 日の「大阪のうたごえ合唱発表会」お疲れさまでした。昴ニュース 581 号（前号）でお知

らせしましたが、昴は「一般の部Ｂ」（26 人以上）で、関西合唱団・河南混声合唱団とともに推薦

され、大阪代表として「日本のうたごえ祭典 in 愛媛」の合唱発表会の出場を決めました。 

早速「大阪のうたごえ合唱発表会」当日の 6 名の講評者から昴の「審査講評」が寄せられました。

厳しくも昴への激励の講評として今後の取り組みに生かしたいものです。 

大阪のうたごえ合唱発表

会・審査員講評 

2016.9.18 

合唱団名 男声合唱団昴 

 

指揮 本並美徳 

ピアノ 近藤 静 

講

評

者  

1 曲目 「白樺」 2 曲目「わしらの朝は海からはじまる」 全体として 

 

点数 

A 
なんと情緒的なうた！ 

歌心とても熱く届きました。 

メロディーのリズム・ことばもっと見せ

て！♪さきにはじまる～ハーモニーよ

ろしく！♪深いうみの底から～♪リズ

ム合わず！！ 

男っぽいですぅ！ 

 

 

８．４ 

 

B 
重厚な男声合唱。更にパート内

のピッチの統一を。 

皆さんとてもいいのどをしておられま

すね。ただ息の流れは強くないので、

いまいちハモらない。ハーモニーの構

成(どこに根音があって、第５音、第３

音・・)をしっかり意識して。 

特にＴ.Ⅱに根音が来た時 

不安定です。ＴⅠ主導にな

らないように。 

 

 

９．０ 

C 

切々とした抒情が押し寄せ胸を

打ちます。よく響きあう声で会場

をのみ込みました。 

 

アカペラになるとパートの音程が決ま

っていないが、裸になり、ハーモニー

が濁ってしまいました。しかし圧倒的

な歌声ではありました。 

すごいエネルギーでした。 

 

 

９．２ 

D 

情感があふれる合唱になってい

る！ボリューム感もあります。た

だ各パートのまとまりがもっと出

るのでは。息遣い揃えること、ピ

ッチ、呼吸等・・ 

バランスが少し乱れる。勢いはあるの

だが？言葉の立ちが揃わないのが原

因。これもパートの息遣いを揃えるこ

と。でも、男声らしい力強い合唱でし

た。それをクリアーすれば、もっとシャ

ープな音楽が生まれるのではないで

しょうか！ 

 

 

 

 

９．２ 

昴 男声合唱団 

Subaru 
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E 

ユニゾンから合唱へ、音の広が

りへの意識、より鮮明に。２小節

のフレーズの後半、音楽の流

れ、響きの充実度がうすまり、

惜しまれます。 

響きやや浅くなった印象が・・。 

かけ声とメロディーパートのコントラス

ト・バランスがやや不鮮明で不安定

か・・。切り口が甘い印象。 

労働のリズムの上にしっかり乗った音

楽の運びでより魅力的に。 

音程の乱れ克服してください。 

 

 

 

８．８ 

 

F 
男声合唱の醍醐味を存分に発

揮して好演。ＰＰ～ＦＦ胸がすく。 

人数が多いせいもあると思うが、パー

トの境目がはっきりしなくて、惜しい感

じがしました。メロディラインも際立た

せたい。その点でフラストレーション。 

 

 

 

９．０ 

（注）「講評」者の氏名は控えました。 

 

 

（投稿）「なのはな」久原さんからのご感想 
「昴の今回の演奏は声が変わってきたようで良かったと思いました。これまでのような地声でなく、

少し響きがある洗練された声でした。人数が多くて迫力があるし、声のいい人が新たに入団したの

か、若返ったのか、これまでになくよかったと思いました。」 

 

（いつも手厳しく批判する久原さんから今回の昴の演奏に対して、思いもよらぬお褒めの感想をい

ただきました。今回はいろんな方々からあたたかい励ましの、また厳しいご意見をいただいていま

すが、ご迷惑のかからぬ範囲で「ニュース」に掲載いたします。「昴」の今回の 2 曲の「合発曲」に

対してご意見ご感想をお寄せください（編修子） 


